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令和２年鋸南町教育委員会第１１回定例会議事録 

 

１．日 時  令和２年１０月１５日（木）午後３時３０分開会～午後４時２９分閉会 

 

２．場 所  鋸南町立中央公民館 ２階会議室 

 

３．出席委員 教育長 富永安男   教育長職務代理者 山野正人 

       委 員 中山郁夫   委 員 篠原恭惠 

 

４．出席職員 教育課長 福原規生    主任指導主事 桂 幸一 

       教育総務室長 石井 肇  生涯学習室長 笹生浩樹 

 

５．開 会  富永教育長が開会を宣言 

 

６ 議事録署名人の指名  富永教育長が中山委員を指名 

 

７ 議事録の承認  令和２年９月１７日開催の第１０回定例会議事録について承認 

 

８ 会議の傍聴  傍聴者無し 

 

９ 教育長の報告 

 本日は２点ご報告をいたします。 

１点目は、過日、菅新内閣誕生のもとに、萩生田文部大臣が再任されました。資料

は、先端技術教育という冊子の中から抜粋したものです。萩生田大臣の就任会見で、

菅総理から資料の１１点について指示を頂いたそうです。 

私は、その中の特に２番目のいじめの撲滅、３番目の多様な価値観に対応できるよ

うな教育の複線化、４番目の教育のデジタル化・リモート化のためのＧＩＧＡスクー

ル構想の推進に向かって、精一杯やっていきたいという思いでおります。 

他の項目については、鋸南町だけの問題ではなく、日本全体を考えての指示であり

ますが、学校教育でやれることをしっかりやっていきたいと思っております。ご参考

にしていただければと思います。 

２点目は、資料の「子供は未来からの留学生」についてです。教育創造研究センタ

ー所長が書いたものです。 

同感だなと思うことがあります。ＧＩＧＡスクールなど、急速に学校教育において

のＩＣＴ化が進んでいますが、それだけではないと書いています。 

デジタル機器の活用のみが、未来に向けた力の獲得ではない。最近特に強調されて

いるのは、学力は大切だが非認知能力育成の重視である。 

非認知能力は、テストでは測定できないが、生きる上での重要な役割をもつ。例え

ば、自己肯定感、創造性、メタ認知、やる気、忍耐力、コミュニケーション力、自制
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 心など多様であると書いています。 

特に、課題に出会ったとき、解決に向けて努力し、困難にもくじけず、知力を傾け

てチャレンジする、そのような力が欲しいという内容です。 

鋸南教育では、社会で通用する人間の育成を挙げています。それでは抽象的であり

ますので、要するに鋸南幼小中１１年間は、地域みんなの見守りを持って、子供達を

育て上げていくことを考えています。その中で、今どうしたらよいのかを盛んに議論

しています。 

一言で社会に通用する人間と申しましたが、実は大変なことでして、目に見える学

力で達成しようとするなら容易です。 

しかし、本当の力とはそうではなくて、目に見えない部分、つまり人間が一人前だ、

しっかりした人だ、この人は良い人だと言われるからには、まず基本である挨拶がし

っかりできなければいけないだろうし、人間社会ですからしっかりとしたコミュニ

ケーション力を身に付けていなければいけないでしょうし、ある程度学力も無けれ

ばいけないだろうし、体力もそうだと思います。 

そのようなものを兼ね備えた人間が、私は通用する人間だと思っています。 

時折、鋸南の子供があいさつができないと言われます。一方で、挨拶ができる子供

が多いと、外部の声を頂くこともあります。どれが本当の姿かは分かりませんが、い

ずれにしても人によって挨拶が変わるようでは、本物の挨拶では無いと思います。 

鋸南の子供は年々少なくなっていますので、良く解釈すれば一人一人に目が行き

届くようになりました。 

子供は町の宝で、誰にも良いところはありますので、それらを褒めながら、認めながら

育ててあげたいと思っております。以上で、教育長の報告とさせていただきます。 

 

10 議 事 

（１）議決事項 

 ① 議案第１号 鋸南町教育委員会表彰について 

 ・ 石井教育総務室長から、鋸南町教育委員会表彰被表彰者６名の選定理由等について、

別紙説明資料により説明がなされた。 

   質疑は特に無く、議案第１号は原案どおり可決された。 

 

（２）報告事項 

① 石井教育総務室長から、行事の後援承認は前回の定例会以降に１件あったと、別紙

説明資料により報告・説明がなされた。 

 

 ② 桂主任指導主事から、小学校北門側付近における不審物について、感染症対策を徹

底して行った幼稚園と小学校の運動会の様子と反省点について、合同避難訓練につい

て、小学校の様子について、小学校卒業生の動向について、別紙説明資料により報告・

説明がなされた。 
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（意見） 

 ・ 中山委員から「学校においての暴力や事件性のある出来事については、一線を引い

て対処すべきである。また、その後の教員のメンタルケアをする必要があると考える。」

との意見があった。 

   富永教育長から「私も同感であり、場合によって、暴力行為などは警察に伝えるこ

とも必要だと考えている。」との答弁がなされた。 

 

③ 笹生生涯学習室長から、文化祭の開催について、地域学校協働活動の学校応援団募

集について、海洋センターのリニューアルオープン記念行事について、別紙説明資料

により報告・説明がなされた。 

 

④ 石井教育総務室長から、教育の日の行事日程について、学校給食における国産食材

の利用について、他市教育委員の異動について、説明資料により報告・説明がなされ

た。 

 

⑤ 福原教育課長から、関東甲信越公民館研究大会と全国公民館研究集会について、報

告・説明がなされた。 

 

（３）その他 

 ① 石井教育総務室長から、来年１月までの行事日程について、別紙説明資料により報

告・説明がなされた。 

 

 ② 富永教育長から、来年１月の定例会について協議があり、１月２８日木曜日、午後

３時から中央公民館で開催することに決定した。また同日の行事について説明がなさ

れた。 

 

11 閉 会  富永教育長が閉会を宣言 

 

 以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証する。 

 

                            令和２年１１月１９日 

 

              鋸南町教育委員会 教 育 長  富 永 安 男 

 

 

                       教育委員  中 山 郁 夫 

 

 

              議事録作成    事 務 局  石  井   肇 


